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『
武
蔵
野
市
健
康
福
祉
総
合
計

画
』策
定
の
作
業
に
取
り
組
む 

 

一
九
八
一
年
七
月
、
「
福
祉
都
市
宣

言
」
と
共
に
、
本
市
は
行
政
機
関
だ
け

で
は
手
の
届
か
な
い
き
め
細
か
い
支

援
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
国
に
先
駆

け
て
「
有
償
福
祉
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」「
福

祉
資
金
貸
付
サ
ー
ビ
ス
（
リ
バ
ー
モ
ゲ

ー
ジ
）
」
市
民
に
よ
る
地
域
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
」
等

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
後
、
三
〇
年
が
経
過
し
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の

到
来
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
と

社
会
構
造
も
変
化
し
た
。 

二
〇
〇
〇
年
社
会
福
祉
法
が
改
正

さ
れ
、
介
護
保
険
制
度
導
入
を
は
じ
め
、

「
措
置
」
か
ら
「
契
約
」
へ
と
福
祉
の

考
え
方
も
大
き
く
転
換
し
た
。
本
市
の

高
齢
化
率
は
、
二
〇
%
を
越
え
、
二

〇
三
〇
年
に
は
二
六
%
ま
で
上
昇
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。 

本
市
の
高
齢
者
人
口
の
特
徴
は
、
後

期
高
齢
者
人
口
が
、
六
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
の
五
三
%
を
占
め
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
、

障
害
児
・
者
、
子
ど
も
も
含
め
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
、
今
ま
さ
に
『
武
蔵
野
市
健
康
福
祉

総
合
計
画
』
策
定
の
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

 

日
本
初
の
「
福
祉
資
金
貸
付
サ

ー
ビ
ス
（リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
）
」の
今
日

的
課
題 

 

本
市
で
は
、
一
九
八
一
年
四
月
に
市

の
出
資
に
よ
る
任
意
団
体
「
武
蔵
野
市

福
祉
公
社
」
を
設
立
し
、
日
本
初
の
利

用
者
と
の
「
契
約
」
に
よ
る
有
償
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
た
。 

特
に
、
利
用
者
の
土
地
や
建
物
等
の

不
動
産
を
担
保
に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
資
金
を
融
資
す
る
「
武

蔵
野
市
リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
」
は
、

独
自
的
な
取
り
組
み
と
全
国
か
ら
注

目
を
集
め
た
。 

一
九
七
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長

以
降
、
核
家
族
が
主
流
と
な
り
こ
れ
ま

で
家
族
が
有
し
て
い
た
福
祉
の
親
族

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
、
支
え
き
れ

な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
当
時
、

社
会
的
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
乏
し
い
な

か
、
高
齢
者
の
「
社
会
的
入
院
に
よ
る

自
立
困
難
」
は
、
社
会
的
な
問
題
と
な

っ
て
い
た
。 

リ
バ
ー
ス
モ
ゲ
ー
ジ
制
度
は
、
土
地

や
家
屋
は
所
有
し
て
い
る
が
、
年
金
や

預
貯
金
が
少
な
い
た
め
に
現
金
で
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
と

い
う
高
齢
者
が
、
安
心
し
て
い
つ
ま
で

も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら
つ
づ
け

ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

貸
付
利
率
は
「
変
動
金
利
制
」
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
を
適
用
し
、
年
五
％

を
上
限
と
す
る
。
貸
付
内
容
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
費
、
生
活
費
、
医
療
費
、

住
宅
改
良
費
等
。
貸
付
限
度
額
は
、
土

武
蔵
野
市
の
高
齢
者
福
祉
の
現
状
と
課
題 
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地
は
評
価
額
の
八
割
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

五
割
と
な
っ
て
い
る
。 

発
足
以
来
、
今
日
ま
で
累
計
一
一
九

件
の
貸
付
件
数
を
数
え
る
。
制
度
の
今

日
的
課
題
は
、
①
長
寿
化
、
②
不
動
産

価
値
変
動
リ
ス
ク
、
③
金
利
変
動
リ
ス

ク
に
あ
る
と
い
う
。
特
に
長
寿
化
は
、

貸
付
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、
借

入
残
高
が
貸
付
限
度
額
に
存
命
中
に

達
し
て
し
ま
う
こ
と
。 

ま
た
、
不
動
産
価
値
変
動
リ
ス
ク
に

つ
い
て
は
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
バ

ブ
ル
期
の
よ
う
に
、
不
動
産
が
右
肩
上

が
り
の
時
代
と
は
異
な
り
、
二
〇
〇
七

年
か
ら
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に

よ
る
世
界
金
融
危
機
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
等
に
よ
る
不
動
産
価
格
の
低
迷

が
、
貸
付
限
度
額
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
。 

加
え
て
、
国
が
介
護
保
険
制
度
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
が

「
保
険
」
で
賄
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
一
年
に

は
総
額
二
四
〇
〇
万
円
（
二
件
）
の
償

還
の
焦
げ
付
き
も
発
生
し
て
お
り
、
市

の
税
金
を
原
資
と
し
た
貸
付
制
度
自

体
が
見
直
し
の
時
期
に
差
し
か
か
っ

て
い
る
。 

 

市
民
と
の
共
助
の
拠
点
「
テ
ン
ミ

リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
」事
業
の
課
題 

 

二
〇
〇
〇
年
の
介
護
保
険
制
度
導

入
と
共
に
、
国
の
介
護
基
準
に
は
満
た

な
い
が
、
生
き
が
い
や
交
流
の
居
場
所

を
求
め
る
高
齢
者
の
た
め
に
、
本
市
は

「
高
齢
者
福
祉
総
合
条
例
」
を
定
め
、

「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
構
想
」
を
立

ち
上
げ
た
。 

事
業
ス
キ
ー
ム
は
、
地
域
住
民
や
民

間
団
体
が
昼
食
提
供
、
趣
味
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
い
っ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
や
入
浴
も
含
め
た
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
を
提
供
し
、
市
は
活
動
拠
点
の

無
償
貸
与
、
年
間
一
〇
〇
〇
万
円
（
テ

ン
ミ
リ
オ
ン
）
の
運
営
費
を
補
助
す
る

と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

二
〇
〇
〇
年
、
四
月
に
社
会
福
祉
事

業
法
が
改
正
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
が
成

立
し
、
「
地
域
福
祉
計
画
」
に
関
す
る

規
定
が
加
わ
っ
た
。
当
時
は
、
ま
だ
こ

の
計
画
が
市
町
村
に
と
っ
て
義
務
と

な
る
の
か
、
任
意
と
な
る
の
か
定
か
で

は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
に

よ
る
「
共
助
」
の
必
要
性
と
育
成
を
重

視
し
た
本
事
業
は
、
極
め
て
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
あ
っ
た
。 

現
在
、
市
内
七
カ
所
の
テ
ン
ミ
リ
オ

ン
ハ
ウ
ス
を
、
年
間
三
万
人
が
利
用
し

て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
市
の

高
齢
化
率
は
す
で
に
二
〇
%
を
越
え
、

二
〇
一
〇
年
度
「
武
蔵
野
市
独
居
高
齢

者
実
態
調
査
報
告
書
」
で
は
、
八
五
一

二
人
（
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
）
が
ひ

と
り
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
日
中
独
居
高
齢
者
を

含
め
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
実
数
は
大
き

く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま

す
ま
す
近
隣
、
地
域
に
よ
る
見
守
り
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
は
高
ま
っ

て
い
く
と
い
え
る
。 

本
市
は
、
一
三
の
「
ま
ち
」
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
気
軽
に
歩
い
て
ち
ょ
っ
と

立
ち
寄
れ
る
場
所
に
、
テ
ン
ミ
リ
オ
ン

ハ
ウ
ス
を
増
設
し
て
い
く
方
向
に
あ

る
。
一
方
で
、
目
下
の
課
題
は
、
①
拠

点
と
な
る
場
所
の
確
保
、
②
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
担
う
地
域

住
民
と
団
体
の
育
成
、
③
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
割
の
明
確
化
と
事
業
ス
キ

ー
ム
の
見
直
し
の
三
点
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
市
民
活
動
の
多
く
が
、
厚

い
専
業
主
婦
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

き
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中
年
・
若
年
層

の
共
働
き
化
に
伴
い
人
材
育
成
と
関

わ
り
方
の
多
様
化
を
可
能
と
す
る
事

業
ス
キ
ー
ム
の
見
直
し
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。 

今
後
は
、
働
き
な
が
ら
地
域
活
動
に

も
参
加
で
き
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
は
地
域
に
お
い
て
も
喫
緊

の
課
題
と
い
え
よ
う
。 

市
は
、
「
武
蔵
野
市
第
五
期
長
期
計

画
」（
二
〇
一
二
～
二
一
年
度
）
も
策

定
中
で
あ
る
。
平
行
し
て
策
定
中
で
あ

る
「
健
康
福
祉
総
合
計
画
」
と
の
整
合

お
よ
び
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
住
宅
の

総
合
化
を
図
り
、
市
民
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
高
め
る
た
め
に
も
、
住
民
参
加
の
原

則
を
貫
く
計
画
策
定
を
進
め
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
構

想
」
の
全
貌
も
併
せ
て
示
す
時
期
に
さ

し
か
か
っ
て
き
て
い
る
。 


